
吉野ヶ里町

令和６年   ６月議会号

表紙写真：国スポ応援！議会も心をひとつに！

69Vol

題字は東脊振小学校6年 佐保夢姫さんの作品

議員が原稿作成・編集した
議会だよりです

令和６年７月25日ビッグサム ディー＆ピー

【第69号の内容】

吉野ヶ里町議会がインターネットで見られます。
吉野ヶ里町ホームページ
http:www.town.yoshinogari.saga.jp/にアクセスし、「吉野ヶ里町議会」「吉野ヶ里町議会会議録」をクリック!!
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６月定例会…２
第８回議会報告会…3
賛否状況…4
一般質問／10人が登壇…５　
議員研修報告…15
議会の主な活動・意見書・編集後記…16

「議会だより吉野ヶ里」がスマホで見られます！

一般質問ページに、今回から挿入し
ているQRコードを読み込んでいた
だきますとYouTubeにて配信してい
る一般質問の動画が閲覧できます。
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●
町
税
条
例
の一部
を
改
正
す

る
条
例

○
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
等
が
３
月
３０
日
に
公

布
さ
れ
た
た
め
。

●
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
が
３
月

３０
日
に
公
布
さ
れ
た
た
め
。

●
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

○
９
千
円
を
減
額
。

法
人
町
民
税
の
９
１
８
０
万

１
千
円
増
額
及
び
、同
額
の

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を

減
額
。

●
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

○
４
６
４
４
万
８
千
円
を
増

額
。吉
野
ヶ
里
公
園
駅
駐
輪

場
用
地
取
得
の
た
め
。

●
組
織
改
編
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

○
組
織
改
編
に
よ
る
効
果
的

な
行
政
運
営
を
行
い
、重
要

施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
。

●
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例

○
一
般
廃
棄
物
を
脊
振
共
同

塵
芥
処
理
組
合
施
設
か
ら

佐
賀
県
東
部
環
境
施
設
組

合
施
設
で
処
理
す
る
こ
と
に

な
っ
た
た
め
。

●
町
道
路
線
の
廃
止
及
び
認

定
に
つ
い
て

○
県
営
産
業
用
地
内
を
通
る

町
道
の
路
線
を
変
更
す
る

た
め
。

そ
の
他
２
議
案
に
つ
い
て
審

議
。

●一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳

入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
６
億
１
２
０
６
万
８
千
円

を
追
加
、総
額
を
１
１
９
億

５
８
０
７
万
１
千
円
と
す

る
。

歳
出（
主
な
事
業
）

○
地
場
産
品
創
出
拡
大
奨
励
金

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に

関
わ
る
商
品
開
発
、製
造
拡

大
等
に
要
し
た
経
費
に
奨

励
金
を
交
付
す
る
も
の
。

１
５
０
万
円

○
コロ
ナ
予
防
接
種

　

２
８
１
９
万
円

◯
帯
状
疱
疹
予
防
接
種

３
７
３
万
５
千
円

○
町
史
跡「
霊
仙
寺
跡
・乙
護

法
堂
」修
理
費
補
助

１
０
１
７
万
５
千
円

○
県
営
産
業
用
地
の
埋
蔵
文

化
財
発
掘
調
査
支
援
業
務

委
託
料

　

佐
賀
県
か
ら
の
委
託
事
業

　

５
億
２
千
万
円

○
統
合
庁
舎
整
備
用
地
購
入

費統
合
庁
舎
整
備
予
定
地
周

辺
の
道
路
拡
幅
に
よ
り
用
地

や
庁
舎
駐
車
場
の
た
め
の
用

地
取
得
を
す
る
も
の
。

１
３
８
０
万
円

●
令
和
５
年
度
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て

●
令
和
５
年
度
下
水
道
特
別

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
に
つ
い
て

●
少
人
数
学
級・教
職
員
定

数
の
改
善
、義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る

意
見
書

●
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
裏

金
問
題
の
再
発
防
止
等
を

求
め
る
意
見
書

令
和
６
年
第
２
回

６
月
議
会
定
例
会

議
会
報
告
会
を
開
催

　
今
期
定
例
会
は
６
月
３
日
か
ら
︑１１
日
ま
で
９
日
間
の
会
期
日
程
で

開
催
さ
れ
た
︒

　
提
出
議
案
は
報
告
２
件
︑専
決
処
分
４
件
︑条
例
４
件
︑補
正
予
算

１
件
︑そ
の
他
３
件
︑意
見
書
２
件
の
計
１６
議
案
を
審
議
︑可
決
し
た
︒

一
般
質
問
は
１０
名
が
登
壇
し
た
︒

　
5
月
11
日
（
土
）
10
時
か
ら
き
ら
ら
館
に
お
い
て
、
第
8
回

議
会
報
告
会
を
開
催
し
た
。
18
名
の
町
民
に
参
加
い
た
だ
き
活

発
な
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
そ
の
議
論
の
一
部
を
報
告
す
る
。

専
決
処
分
の
承
認

条
例
関
係

補
正
予
算

そ
の
他

報
告

意
見
書

　

災
害
有
事
に
備
え
空

　
家
・
廃
屋
対
策
は
。

　

空
家
バ
ン
ク
の
利
用

　
　

に
つ
い
て
は
、
仏
壇
が

あ
る
等
の
問
題
で
登
録
が
少

な
い
。
災
害
等
で
近
隣
に
迷

惑
が
生
じ
そ
う
な
案
件
が
あ

れ
ば
、
行
政
代
執
行
が
出
来

る
。　

よ
り
み
ち
広
場
の
店

　
　
舗
は
人
気
で
行
列
が

で
き
て
い
る
。
店
舗
を
広
げ

る
考
え
は
。

　

駐
車
場
と
ト
イ
レ
を

　

整
備
し
た
が
、
店
舗

に
つ
い
て
は
指
定
管
理
者
が

独
自
に
整
備
し
て
い
る
。
ま
た

営
業
に
つ
い
て
も
任
せ
て
い

る
。
現
状
広
げ
る
予
定
は
な

い
。　

情
報
公
開
請
求
で
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
よ

る
副
反
応
の
健
康
被
害
が
本

町
で
も
確
認
で
き
て
い
る
。

議
員
各
位
も
関
心
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　
　

議
会
と
し
て
も
本
件

　
　

に
つ
い
て
研
鑽
を
積

み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

地
域
の
農
村
公
園
で

　
　
は
使
え
な
い
ブ
ラ
ン

コ
や
遊
具
の
修
理
を
お
願
い

し
て
5
年
が
経
過
し
た
。
し

か
し
、
未
だ
対
応
さ
れ
て
い

な
い
。
要
望
に
つ
い
て
も
意

見
徴
収
を
役
場
か
ら
さ
れ
る

が
何
ら
対
応
が
な
い
。
ど
う

い
う
こ
と
か
。

　

こ
の
場
は
議
会
活
動

　
　

に
つ
い
て
の
報
告
会

で
あ
る
が
、
頂
戴
し
た
ご
意
見

は
行
政
へ
伝
え
る
。

　

き
ら
ら
館
、
文
化
体

　
育
館
周
辺
の
国
道
３

８
５
号
の
渋
滞
が
慢
性
化
し

て
い
る
。
ア
ク
セ
ス
道
路
や

道
路
の
拡
張
な
ど
の
道
路
整

備
を
求
め
る
。

　

文
化
体
育
館
か
ら
北

　
　

へ
抜
け
る
町
道
は
拡

幅
予
定
が
あ
り
、
測
量
ま
で

終
了
し
て
い
る
。
行
政
に
お
い

て
道
路
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作

る
の
で
、
そ
の
成
果
を
見
て
今

後
追
及
を
し
て
い
く
。

　

国
道
３
８
５
号
は
当

　

初
4
車
線
道
路
で
計

画
さ
れ
た
が
交
通
量
が
少
な

く
2
車
線
と
な
っ
た
。
現
在
は

那
珂
川
市
方
面
も
道
路
整
備

を
し
て
い
る
が
完
了
す
れ
ば

爆
発
的
に
交
通
量
が
増
加
し

そ
う
で
あ
る
。
今
回
、
中
副
交

差
点
左
折
レ
ー
ン
増
設
の
改

良
工
事
を
し
た
が
こ
れ
以
上

の
要
望
は
し
ば
ら
く
状
況
を

見
守
る
必
要
が
あ
る
。
統
合

庁
舎
完
成
後
の
県
道
整
備
も

今
後
の
検
討
材
料
と
な
る
。

　

里
山
ふ
れ
あ
い
広
場

　
　
の
フ
ェ
ン
ス
横
の
葦

が
茂
っ
て
い
る
。
子
供
た
ち

が
川
遊
び
が
で
き
る
よ
う
に

環
境
を
整
備
し
て
い
た
だ
き

た
い
。　

数
年
前
、
河
川
整
備

　

を
し
た
が
そ
の
後
の

豪
雨
に
よ
り
す
べ
て
崩
れ
て

し
ま
っ
た
。
子
供
が
自
然
の
中

で
遊
べ
る
環
境
は
大
事
で
あ

る
の
で
行
政
へ
伝
え
る
。

　

統
合
庁
舎
整
備
に
伴

　
　
い
県
道
吉
野
ケ
里
公

園
線
の
久
留
米
分
岐
ま
で
の

整
備
を
要
望
し
て
ほ
し
い
。

　

本
件
に
つ
い
て
は
用

　

地
交
渉
を
幾
度
と
な

く
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
進
展
は
な
い
。
必
要
な
要

望
で
あ
り
引
き
続
き
進
言
を

続
け
て
い
く
。

　

農
林
水
産
業
費
と
商

　
　
工
費
が
令
和
5
年
度

当
初
予
算
と
比
し
て
、
令
和

6
年
度
当
初
予
算
が
減
少
し

て
い
る
。
企
業
進
出
で
優
良

農
地
が
減
少
し
宅
地
化
し
て

い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
る
か
。

　

中
山
間
地
の
活
用
に

　

つ
い
て
進
言
は
し
て

き
て
い
る
。

　

商
工
費
予
算
額
は
前
年
と

変
わ
り
は
な
い
が
、
農
林
水

産
業
費
は
共
同
乾
燥
施
設
整

備
の
完
了
が
減
額
理
由
と
考

え
ら
れ
る
。
S
U
M
C
O
社
進

出
等
で
農
地
の
減
少
は
明
白

で
あ
り
、
今
後
の
農
地
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
議
論
し
て
い

く
。

QA

Q

QQ

A

AA

AA

QQ A A

QQ A

人気のあるふるさと納税返礼品補修予定の乙護法堂

議会報告会の様子

駅南の駐輪場予定地



　
　
　
移
住
・
定
住
支
援
政

　
　
　
策
の
こ
れ
ま
で
の
成

果
は
。

　
　
　
ま
ち
未
来
課
長
　
本

　
　
　
町
で
は
令
和
２
年
度

よ
り
転
入
奨
励
金
、
令
和
３

年
度
よ
り
対
象
を
拡
大
し
定

住
奨
励
金
を
実
施
し
て
い
る

が
、
実
績
と
し
て
は
令
和
２

年
度
の
開
始
か
ら
現
在
ま
で

で
２
１
６
世
帯
、
７
８
８
人

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
に
は
、

佐
賀
県
地
方
創
生
移
住
支
援

事
業
に
よ
り
１
世
帯
３
人
が

首
都
圏
よ
り
移
住
し
て
き
た
。

　
　
　
わ
が
町
の
人
口
・
世

　
　
　
帯
数
は
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
か
。

　
　
　
住
民
課
長
　
令
和
６

　
　
　
年
４
月
１
日
時
点
で

１
６
１
４
７
人
、
６
７
７
８

世
帯
と
な
っ
て
い
る
。
伊
東

町
長
が
就
任
し
た
平
成
30
年

度
と
比
較
し
て
人
口
71
人
、

５
７
０
世
帯
増
加
し
て
い

る
。

　
　
　
人
口
の
変
化
を
自
然

　
　
　
増
減
、
社
会
増
減
に

分
け
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な

変
化
を
し
て
い
る
か
。

　
　
　
住
民
課
長
　
令
和
５

　
　
　
年
度
の
自
然
増
減
は

出
生
者
数
１
４
３
人
、
死
亡

者
数
１
７
６
人
、
差
し
引
き

33
人
の
自
然
減
。
社
会
増
減

は
転
入
者
数
９
５
１
人
、
転

出
者
数
９
０
６
人
、
差
し
引

き
45
人
の
社
会
増
で
あ
る

　
　
　
自
然
減
の
原
因
は
出

　
　
　
生
数
が
減
っ
て
い
る

の
が
原
因
か
。

　
　
　
住
民
課
長
　
年
度
に

　
　
　
よ
つ
て
傾
向
は
変
わ

る
が
、
出
生
者
数
の
減
少
よ

り
死
亡
者
数
の
増
加
の
影
響

が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
人
口
増
減
を
細
か
く

　
　
　
見
た
上
で
、
人
口
政

策
、
ど
こ
に
力
を
入
れ
て
い

く
方
針
か
。

　
　
　

町
長
　
現
在
、
年
間

　
　
　
１
０
０
戸
の
増
を
目

標
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
子
育
て
世
帯
の
人
員
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
子
育
て
世
帯
を
増
や

　
　
　
し
た
い
の
で
あ
れ

ば
、
よ
り
効
果
的
な
支
援
策

が
必
要
に
な
る
。
出
生
直
後

は
母
子
へ
の
身
体
・
精
神
的

な
ケ
ア
を
重
視
し
、
金
銭
的

負
担
の
軽
減
策
は
幼
稚
園
や

小
学
校
入
学
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

町
長
　
小
中
学
校
の

　
　
　
入
学
時
に
保
護
者
に

大
き
な
負
担
が
あ
る
の
は
承

知
し
て
い
る
。
財
源
的
な
問

題
は
あ
る
が
、
必
要
性
は
感

じ
て
お
り
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
３
月
15
日
に
学
校
規

　
　
　
模
適
正
化
検
討
委
員

会
か
ら
中
学
校
の
統
合
が
望

ま
し
い
と
の
提
言
が
あ
っ

た
。
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な

方
針
を
と
る
か
。

　
　
　
教
育
長
　
中
学
校
の

　
　
　
統
合
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
や
地
域
住
民
の
考
え

を
把
握
し
た
上
で
慎
重
に
検

討
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
現
時
点
で
は
い
つ
ま
で
に

何
を
す
る
と
い
っ
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
答
弁
で

き
る
段
階
に
は
な
い
。
　
　

一般質問

第２回（６月）定例会

案件賛否状況６月定例会

結 　 果

表 決 数

鶴 恵 美 子

中 村 裕 一

木 下 大 学

小 川 勝 利

生島信一郎

吉富光三郎

古 川 清 春

古 川 輝 英

筒井佐千生

多 良 光 英

森 田 浩 文

馬 場 　 茂
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○

―

:

11

０

承
認

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

:

11

０

承
認

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

:

11

０

可
決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

:

11

０

可
決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

:

11

０

可
決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

:

11

０

可
決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

:

11

０

可
決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

:

11

０

可
決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

:

11

０

可
決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

:

11

０

可
決

令
和
６
年
度
吉
野
ヶ
里
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

吉
野
ヶ
里
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

吉
野
ヶ
里
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

吉
野
ヶ
里
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

吉
野
ヶ
里
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

吉
野
ヶ
里
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

組
織
改
編
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
【
令
和
６
度
吉
野
ヶ
里
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
】

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
【
令
和
５
度
吉
野
ヶ
里
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
】

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
【
吉
野
ヶ
里
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
】

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
【
吉
野
ヶ
里
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
】

※議席番号順 ○＝賛成 ●＝反対 欠＝欠席 ―＝議長は議決に加わらない

町
政
に
も
の
申
す

次
頁
か
ら
一
般
質
問

ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、

一
般
質
問
の
動
画
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
に
は
10
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

執
行
部
と
激
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
、各
議
員
の
一
般
質
問
と

答
弁
の
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

統
合
中
学
校
に
つ
い
て

4議会だより吉野ヶ里5 議会だより吉野ヶ里 4

生島信一郎
議員

町　長

わ
が
町
の
人
口
政
策
、
ど
こ
に
力
を
入
れ
て
い
く
方
針
か

子
育
て
世
帯
を
積
極
的
に

増
や
し
て
い
き
た
い

質問
Q

質問
Q

答弁
A

答弁
A

質問
Q

質問
Q

答弁
A

質問
Q

答弁
A

質問
Q

質問
Q

答弁
A

答弁
A

答弁
A



　
　
　
中
学
校
は
、
適
正
規

　
　
　
模
を
確
保
す
る
た
め

に
、
統
合
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
る
。
教
育
長
の
考

え
は
。

　
　
　
教
育
長
　
今
の
４
校

　
　
　
で
継
続
し
た
い
が
、

中
学
校
は
統
合
す
る
の
が
望

ま
し
い
と
提
言
書
に
あ
る
の

で
、
そ
れ
に
向
け
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
町
立
保
育
園
の
老
朽

　
　
　
化
が
進
ん
で
い
る
い

ま
、
地
域
全
体
の
子
育
て
環

境
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の

考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
こ
ど
も
・
保
健
課
長

　
　
　
今
後
建
て
替
え
等
の

際
は
、
児
童
数
や
保
育
施
設

数
な
ど
、
需
要
と
供
給
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
、
民
営
保
育

所
等
が
安
定
的
に
運
営
で
き

る
よ
う
、
吉
野
ヶ
里
保
育
園

の
施
設
規
模
や
施
設
自
体
の

必
要
性
、
あ
り
方
等
を
検
証

し
、
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い

て
も
検
討
し
た
い
。

　
　
　
県
営
産
業
用
地
造
成

　
　
　
か
ら
工
場
稼
働
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　
企
画
調
整
課
長
　
令

　
　
　
和
７
年
度
中
に
造
成

工
事
・
確
定
測
量
が
完
了
す

る
予
定
。
そ
の
後
土
地
売
買

が
あ
り
、
S
U
М
C
О
社
に

お
い
て
工
場
建
設
。
令
和
11

年
度
に
稼
働
予
定
。

　
　
　
ど
の
く
ら
い
の
雇
用

　
　
　
が
見
込
れ
る
か
。

　
　
　
企
画
調
整
課
長
　
稼

　
　
　
働
後
数
年
間
後
に
千

五
百
人
か
ら
二
千
人
の
雇
用

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
稼
働
ま
で
に
住
環
境

　
　
　

整
備
の
計
画
は
。

　
　
　
企
画
調
整
課
長
　
今

　
　
　
の
と
こ
ろ
町
が
整
備

す
る
計
画
は
な
い
。

　
　
　
「
定
住
奨
励
金
」
等

　
　
　
定
住
に
結
び
つ
く
支

援
は
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

考
え
ら
れ
る
住
宅
支
援
策

は
。
　
　
　
こ
ど
も
・
保
健
課
長

　
　
　
国
の
少
子
化
対
策
重

点
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、

夫
婦
と
も
に
40
歳
未
満
の
新

婚
世
帯
で
夫
婦
の
合
計
所
得

が
五
百
万
円
未
満
等
を
条
件

に
、
住
宅
購
入
，
賃
貸
，
引

越
に
係
る
費
用
等
の
上
限
三

十
万
円
を
助
成
す
る
「
結
婚

新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
」

を
実
施
し
て
い
る
。

博物館建設要望箇所

一般質問

人
口
増
加
に
結
び
つ
く
た
め
の

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て

町
立
保
育
園
に
つ
い
て

吉野ヶ里町子育て支援プラン(HPより閲覧可)

今年4月に開園した本庄こども園(佐賀市)

4議会だより吉野ヶ里7 議会だより吉野ヶ里 6

鶴　恵美子
議員

教育長

「
学
校
の
あ
り
方
に
関
す
る
提
言
書
」

　
　
　
　
に
対
す
る
考
え
は

中
学
校
は
、

統
合
す
る
の
が
望
ま
し
い

答弁
A

答弁
A

答弁
A

質問
Q

質問
Q

質問
Q

質問
Q

答弁
A

質問
Q

答弁
A

質問
Q

答弁
A

　
　
　
佐
賀
県
議
会
2
月
定

　
　
　
例
会
に
お
い
て
、
八

谷
議
員
よ
り
知
事
へ
吉
野
ヶ

里
遺
跡
に
対
す
る
思
い
を
発

言
さ
れ
て
い
る
が
、
知
事
の

回
答
は
。

　
　
　
企
画
調
整
課
長
　
吉

　
　
　
野
ヶ
里
遺
跡
だ
か
ら

で
き
る
保
管
の
在
り
方
、
出

土
品
の
効
果
的
な
見
せ
方
に

つ
い
て
、
様
々
な
方
々
と
意

見
交
換
を
し
た
い
と
の
博
物

館
を
含
め
た
施
設
建
設
に
つ

い
て
検
討
を
始
め
る
考
え
が

あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
現
在
、
県
立
吉
野
ヶ

　
　
　
里
歴
史
公
園
内
で
は

新
た
に
官
民
連
携
事
業
に
よ

り
吉
野
ヶ
里
エ
リ
ア
の
価
値

を
さ
ら
に
高
め
、
東
部
地
域

の
拠
点
と
な
る
公
園
づ
く
り

を
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

エ
リ
ア
内
に
博
物
館
の
建
設

が
取
り
込
ま
れ
な
い
か
と
危

惧
さ
れ
る
が
。

　
　
　
町
長
　
知
事
に
は
公

　
　
　
園
東
口
の
北
側
に
要

望
し
て
い
る
。

　
他
に
造
れ
る
よ
う
な
場
所

は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
県
事
業
の
中
で
も
大
事
業

で
あ
り
、
優
先
順
位
も
あ
る

と
思
う
の
で
、
今
後
も
要
望

し
て
い
く
。

　
　
　
統
合
庁
舎
の
進
捗
状

　
　
　

況
は
。

　
　
　
ま
ち
未
来
課
長
　
基

　
　
　
本
設
計
が
終
了
し
、

現
在
実
施
設
計
を
行
っ
て
お

り
、
５
月
中
旬
よ
り
積
算
に

入
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
予
定
は
、
７
月
に

積
算
が
終
了
し
、
９
月
に
公

告
、
11
月
に
入
札
を
行
い
、

12
月
に
着
工
と
な
る
予
定
。

　
　
　
建
設
に
伴
う
財
源
計

　
　
　

画
は
。

　
　
　
ま
ち
未
来
課
長
　
合

　
　
　
併
特
例
債
、
基
金

（
公
用
及
び
公
共
用
施
設
建

設
基
金
な
ど
５
基
金
）
を
想

定
し
て
い
る
。

　
　
　
令
和
２
年
度
策
定
の

　
　
　
「
統
合
庁
舎
及
び
中

心
地
づ
く
り
基
本
構
想
」
の

財
源
計
画
に
つ
い
て
協
議
、

検
討
は
し
た
か
。

　
　
　
ま
ち
未
来
課
長
　
庁

　
　
　
舎
を
除
く
施
設
に
つ

い
て
は
、
優
先
順
位
を
明
確

に
し
、
補
助
事
業
や
官
民
連

携
も
視
野
に
入
れ
財
源
計
画

を
立
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
基
金
運
用
の
考
え
方

　
　
　

と
、
取
り
決
め
は
。

　
　
　
会
計
課
長
　
基
金
は

　
　
　
一
括
運
用
し
、
町
長

と
公
金
管
理
委
員
会
構
成
員

に
書
面
で
毎
月
、
先
月
分
の

定
期
預
金
、
債
券
の
動
き
、

運
用
額
を
報
告
し
て
い
る
。

　
　
　
委
員
会
の
役
割
と

　
　
　

は
。

　
　
　
副
町
長
　
令
和
２
年

　
　
　
12
月
、
資
金
調
達
や

運
用
等
を
協
議
す
る
組
織
と

し
て
設
立
さ
れ
、
一
回
目
は

令
和
３
年
３
月
に
開
催
。
今

後
の
運
用
の
重
要
点
な
ど
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　
　
　
今
後
の
基
金
運
用
計

　
　
　

画
は
。

　
　
　
副
町
長
　
委
員
会
を

　
　
　
早
い
段
階
で
開
催

し
、
資
金
計
画
を
協
議
、
財

源
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ

う
に
す
る
。

　

一般質問

統
合
庁
舎
等
整
備
の

　
　
　
財
源
計
画
に
つ
い
て

基
金
管
理
に
つ
い
て

古川 輝英
議員

町　長

博
物
館
の
建
設
場
所
は

公
園
東
口
北
側
に

要
望
を
行
っ
て
い
る

質問
Q

質問
Q

質問
Q

答弁
A

答弁
A

答弁
A

質問
Q

答弁
A

質問
Q

質問
Q

答弁
A

答弁
A

質問
Q

答弁
A

質問
Q

答弁
A



　
　
　
温
水
プ
ー
ル
施
設
設

　
　
　
備
故
障
の
た
め
休
館

が
続
く
が
、
町
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
町
長
　
２
年
程
前
、

　
　
　
議
会
と
協
議
し
た
が

費
用
の
面
等
で
賛
同
を
得
ら

れ
な
か
っ
た
。

　
今
の
場
所
で
の
改
修
以

外
、
場
所
を
変
え
て
新
し
く

建
て
る
考
え
は
な
い
。

　
　
　
温
水
プ
ー
ル
が
昭
和

　
　
　
59
年
（
１
９
８
４

年
）
に
建
て
ら
れ
て
今
年
で

40
年
経
つ
が
、
こ
の
ま
ま
休

館
し
て
も
地
下
の
重
油
タ
ン

ク
は
流
出
防
止
策
を
行
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
か
。

　
　
　
社
会
教
育
課
長
　
消

　
　
　
防
法
で
設
備
の
期
限

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
今

後
、
消
防
署
か
ら
の
指
導
等

に
よ
り
改
修
や
撤
去
を
含
め

検
討
し
た
い
。

　
　
　
町
民
の
安
心
・
安
全

　
　
　
に
つ
い
て
町
も
力
を

入
れ
て
い
る
が
、
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
状
況
、
設
置
箇
所

は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
総
務
課
長
　
安
心
・

　
　
　
安
全
カ
メ
ラ
の
設
置

は
令
和
５
年
度
か
ら
行
っ

て
、
20
台
を
設
置
し
た
。

　
設
置
箇
所
の
選
定
方
法
は

学
校
教
育
課
で
作
成
し
た

「
吉
野
ヶ
里
町
子
ど
も
安
全

マ
ッ
プ
」
で
声
掛
け
事
案
や

不
審
者
等
の
出
没
地
点
な
ど

抽
出
し
、
吉
野
ヶ
里
町
交
通

対
策
協
議
会
で
決
定
し
て
い

る
。

　
今
年
度
は
、
７
台
の
設
置

を
予
定
し
て
い
る
が
、
小
学

校
の
P
T
A
な
ど
か
ら
要
望

等
が
出
さ
れ
て
お
り
、
交
通

対
策
協
議
会
で
協
議
を
行
い

決
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
、
防
犯
目
的

の
カ
メ
ラ
は
27
箇
所
で
１
０

９
台
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
吉
野
ヶ
里
公
園
駅
前

　
　
　
交
差
点
は
車
も
人
も

往
来
が
多
い
場
所
。

　
ま
た
、
今
年
３
月
10
日
午

前
３
時
01
分
に
車
同
士
の
激

し
い
事
故
が
起
き
た
が
、
原

因
が
解
ら
ず
警
察
も
目
撃
者

の
看
板
を
立
て
て
お
り
、
今

も
立
っ
て
い
る
。

　

通
学
路
で
も
あ
る
交
差

点
、
車
も
人
も
多
い
場
所

で
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
早

急
に
で
き
な
い
か
。

　
　
　
町
長
　
計
画
は
あ
っ

　
　
　
た
が
立
て
る
場
所
が

な
か
っ
た
り
、
必
要
な
場
所

に
は
優
先
順
位
を
上
げ
て
、

子
ど
も
達
の
安
全
面
か
ら
も

設
置
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
古
い
防
犯
カ
メ
ラ

も
か
な
り
の
数
が
あ
り
、
随

時
更
新
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
苔
野
・
田
手
村
線
や

　
　
　
駅
通
り
の
歩
道
（
幅

も
広
い
）
に
自
転
車
専
用

レ
ー
ン
等
、
歩
行
者
の
安
全

対
策
の
考
え
は
。

　
　
　
総
務
課
長
　
当
該
箇

　
　
　
所
で
は
横
断
歩
道
の

カ
ラ
ー
化
や
ポ
ラ
ー
ド
（
車

進
入
止
め
）
の
設
置
な
ど
で

通
学
児
童
・
生
徒
の
安
全
対

策
を
進
め
て
お
り
、
自
転
車

専
用
レ
ー
ン
の
設
置
等
も
、

今
後
検
討
事
項
と
し
て
審
議

し
て
い
き
た
い
。

一般質問

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
被
害
は

防犯カメラ付き自動販売機

休館が続く温水プール

ジャンボタニシの被害状況

分担金が発生したガードパイプ工事
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吉富光三郎
議員

町　長

温
水
プ
ー
ル

　
　
　
　
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

今
の
場
所
以
外
で
の

考
え
は
な
い

　
　
　
委
託
業
務
内
容
は
ど

　
　
　

の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
の
か
。

　
　
　
総
務
課
長
　
①
町
と

　
　
　
の
連
絡
調
整
　
②
世

帯
別
居
住
者
の
把
握
　
③
各

種
印
刷
物
等
配
布
、
回
覧
　

④
要
望
事
項
の
作
成
提
出
　

⑤
各
調
査
報
告
書
の
と
り
ま

と
め
及
び
収
納
に
関
す
る
こ

と
等
多
岐
に
な
る
。

　
　
　
各
種
印
刷
物
等
は
毎

　
　
　
週
木
曜
日
（
第
２
木

曜
及
び
年
末
年
始
を
除
く
）

に
配
布
が
あ
る
が
、
少
し
簡

素
化
で
き
な
い
か
。

　
　
　
総
務
課
長
　
必
要
に

　
　
　
応
じ
て
協
議
、
変
更

等
を
行
っ
て
い
き
た
い

　
　
　
私
道
・
里
道
の
工
事

　
　
　
に
伴
う
同
意
書
と
分

担
金
に
つ
い
て
見
直
し
は
出

来
な
い
か
。

　
　
　
町
長
　
同
意
書
に
つ

　
　
　
い
て
は
個
人
情
報
が

関
係
す
る
の
で
簡
単
に
は
見

直
し
は
出
来
な
い
。
分
担
金

に
つ
い
て
は
、
「
吉
野
ヶ
里

生
活
道
路
改
良
工
事
分
担
金

徴
収
条
例
」
が
あ
る
。
町
の

制
度
に
お
け
る
経
緯
等
及
び

今
後
の
状
況
等
を
踏
ま
え
た

上
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
昨
年
は
特
に
被
害
が

　
　
　
多
い
年
で
あ
っ
た
。

被
害
の
状
況
は
。

　
　
　
農
林
課
長
　
梅
雨
の

　
　
　
期
間
が
長
く
て
田
植

え
以
降
の
雨
が
例
年
よ
り
多

く
、
浅
水
管
理
が
難
し
か
っ

た
。
ま
た
、
駆
除
薬
剤
の
散

布
３
〜
４
日
は
、
圃
場
の
湛

水
状
態
が
長
雨
で
維
持
が
難

し
く
、
水
路
か
ら

水
田
に
侵
入
が
多

く
な
り
、
被
害
が

多
く
発
生
し
た
。

　
　
　
昨
年
の
状

　
　
　
況
か
ら
み

て
新
た
な
対
策
や

支
援
策
は
検
討
さ

れ
た
か
。
冬
季
の

暖
気
で
越
冬
量
が

多
い
と
予
測
さ
れ

る
が
防
除
対
策

は
。
　
　
　
農
林
課
長

　
　
　
駆
除
の
経

費
に
薬
剤
の
補
助

金
の
交
付
を
行

う
。
10
a
あ
た
り

４
kg
を
限
度
と
し
て
１
kg
当

た
り
２
５
０
円
を
交
付
す

る
。
ま
た
、
田
植
え
後
の
浅

水
管
理
、
薬
剤
と
の
組
み
合

わ
せ
で
被
害
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
越
冬
し
た
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ニ
シ
も
、
先
月
の
生
産
組

合
長
会
議
等
で
防
除
徹
底
に

つ
い
て
の
チ
ラ
シ
を
配
布

し
、
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

　
引
き
続
き
J
A
と
協
力
し

て
注
意
喚
起
を
行
な
っ
て
い

く
。

　
　
　

一般質問

中村 裕一
議員

総務課長

区
長
の
業
務
軽
減
や
簡
素
化
は
で
き
な
い
か

必
要
に
応
じ
て

協
議
・
変
更
等
を
行
っ
て
い
き
た
い

質問
Q

答弁
A

質問
Q

質問
Q

質問
Q

答弁
A

答弁
A

答弁
A

質問
Q

答弁
A

質問
Q

答弁
A

質問
Q

答弁
A

答弁
A

質問
Q

質問
Q

答弁
A

質問
Q

答弁
A



　
　
　
資
源
ご
み
等
収
集
拠

　
　
　
点
の
収
集
箇
所
数
は
。

　
　
　
住
民
課
長
　
拠
点
１

　
　
　
箇
所
あ
た
り
１
５
０

戸
程
度
を
目
安
と
し
て
、
60

箇
所
の
資
源
ご
み
等
収
集
拠

点
が
設
置
さ
れ
た
。

　
自
治
会
単
位
で
は
、
目
達

原
地
区
が
５
箇
所
、
萩
原
・

上
豆
田
地
区
４
箇
所
、
吉

田
・
立
野
地
区
３
箇
所
、
田

手
村
地
区
２
箇
所
、
そ
の
他

各
地
区
に
１
箇
所
の
収
集
拠

点
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
各
地
区
に
資
源
ご
み

　
　
　
地
区
協
力
金
と
し
て

支
出
し
て
い
る
が
、
１
地
区

当
た
り
の
交
付
額
と
総
額

は
。
　
　
　
住
民
課
長
　
基
礎
額

　
　
　
２
万
円
に
自
治
組
織

内
の
世
帯
数
に
１
０
０
円
を

乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た

額
と
し
、
７
万
円
を
限
度
と

し
て
い
て
、
交
付
額
が
一
番

少
な
い
自
治
会
は
田
中
地
区

の
２
１
４
０
０
円
、
横
田
・

目
達
原
・
立
野
地
区
は
限
度

額
の
７
万
円
、
協
力
金
総
額

は
１
４
５
万
２
５
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
自
治
会
に
よ
っ
て
交

　
　
　
付
額
の
違
い
で
温
度

差
が
出
て
い
る
。
「
吉
野
ヶ

里
町
資
源
ご
み
地
区
協
力
金

交
付
要
綱
」
の
趣
旨
に
「
地

区
の
ご
み
置
き
場
の
管
理
を

行
う
自
治
組
織
に
対
し
て
協

力
金
を
交
付
す
る
」
と
あ

る
。
拠
点
数
に
応
じ
た
基
準

額
を
決
め
る
べ
く
変
更
を
。

　
　
　
住
民
課
長
　
資
源
ご

　
　
　
み
地
区
協
力
金
の
算

出
に
あ
た
っ
て
は
、
資
源
ご

み
等
収
集
拠
点
の
箇
所
数
に

応
じ
て
交
付
す
る
も
の
で
は

な
く
、
自
治
会
の
規
模
（
世
帯

数
）
に
応
じ
て
交
付
し
て
い

る
。

　
協
力
金
の
額
を
見
直
す
場

合
は
、
要
綱
の
改
正
が
必
要

と
な
る
た
め
、
意
見
を
踏
ま

え
今
後
検
討
課
題
と
す
る
。

　
　
　
資
源
ご
み
等
収
集
拠

　
　
　
点
へ
の
持
ち
込
み
に

関
し
て
の
問
題
、
苦
情
な
ど

は
。
　
　
　
住
民
課
長
　
分
別
・

　
　
　
洗
浄
さ
れ
て
い
な
い

ご
み
を
指
導
員
の
方
が
分
別

し
直
す
と
い
っ
た
負
担
が
生

じ
て
い
る
の
で
、
モ
ラ
ル
を

持
っ
て
正
し
く
分
別
し
て
い

た
だ
く
よ
う
広
報
誌
等
を
通

し
て
啓
発
し
て
い
く
。

　
　
　
ご
み
の
量
が
少
な
い

　
　
　
な
ど
の
課
題
が
あ
り

資
源
ご
み
等
収
集
拠
点
の
縮

小
や
収
集
回
数
の
見
直
し
の

検
討
は
。

　
　
　
住
民
課
長
　
区
長
に

　
　
　
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
一
番
多
か
っ
た

の
は
「
収
集
時
間
を
短
縮
し

た
い
」
「
月
２
回
収
集
を
月

１
回
に
減
ら
し
た
い
」
な
ど

が
あ
り
、
地
区
の
事
情
に
よ

り
収
集
時
間
を
短
縮
す
る
こ

と
は
可
能
で
、
今
年
度
か
ら

月
２
回
収
集
を
１
回
に
減
ら

し
た
自
治
会
は
６
地
区
、
拠

点
を
２
拠
点
か
ら
１
拠
点
に

減
ら
し
た
自
治
会
も
あ
り
、

区
長
と
の
調
整
を
図
り
な
が

ら
地
区
の
意
向
に
沿
っ
た
形

で
対
応
す
る
。

　
　
　
外
国
籍
の
方
々
に
対

　
　
　
し
て
の
啓
発
は
。

　
　
　
住
民
課
長
　
外
国
人

　
　
　
を
対
象
と
し
た
日
本

語
教
室
の
中
で
、
ご
み
出
し

を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
い

き
た
い
。
　

一般質問

分別ごみ収集場所（指導員）

　
　
　
高
齢
者
（
単
身
・
夫

　
　
　
婦
の
み
）
の
世
帯
数

は
。
　
　
　
住
民
課
長
　
単
身
世

　
　
　
帯
数
は
表
の
と
お
り

で
あ
り
、
夫
婦
の
み
の
世
帯

数
は
三
田
川
校
区
4
2
0
世

帯
、
東
脊
振
校
区
2
5
5
世

帯
、
合
計
６
７
５
世
帯
、
総

世
帯
数
６
７
９
２
世
帯
に
占

め
る
割
合
は
９
・
94
％
に
な

る
。

　
　
　
物
価
高
直
撃
で
、
生

　
　
　
活
保
護
申
請
が
最
多

と
の
報
道
が
あ
る
が
、
我
が

町
の
生
活
保
護
受
給
世
帯
の

数
と
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）

世
帯
の
占
め
る
割
合
は
。

　
　
　
福
祉
課
長
　
令
和
６

　
　
　
年
４
月
末
現
在
で
、

83
世
帯
、
そ
の
内
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
は

45
世
帯
で
、
割
合
は
54
％
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
昨
年
度
、
「
住
民
主

　
　
　
体
の
通
い
の
場
」
で

ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
ト
レ
等
の

運
動
を
し
て
い
る
地
区
が
21

地
区
２
７
２
名
と
回
答
さ
れ

た
が
継
続
し
て
い
る
地
区
は
。

　
　
　
福
祉
課
長
　
継
続
す

　
　
　
る
事
が
「
通
い
の
場
」

の
目
標
で
も
あ
り
、
現
在
、

全
地
区
で
自
主
活
動
と
し
て

継
続
し
て
い
る
。

　
　
　
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

　
　
　
は
、
サ
ー
ク
ル
及
び

花
植
・
美
化
活
動
と
親
睦
旅

行
等
を
計
画
し
て
い
る
が
、

利
用
で
き
る
大
型
バ
ス
の
使

用
状
況
の
推
移
は
。

　
　
　

総
務
課
長
　
令
和
３

　
　
　
年
度
４
回
90
名
、
令

和
４
年
度
15
回
４
２
２
名
、

令
和
５
年
度
20
回
４
６
８

名
。

　
　
　
会
員
減
少
で
危
機
的

　
　
　
状
況
の
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
。
今
後
の
対
策
は
。

　
　
　
町
長
　
行
事
等
の
必

　
　
　
要
経
費
に
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
か
、
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
件

　
　
　
数
と
金
額
の
推
移
は
。

　
　
　
企
画
調
整
課
長
　
平

　
　
　
成
30
年
度
分
か
ら
は

左
表
の
と
お
り
。

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー

　
　
　

タ
ル
サ
イ
ト
の
数

は
。
そ
の
サ
イ
ト
の
増
加
の

メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
　
企
画
調
整
課
長
　
13

　
　
　
サ
イ
ト
か
ら
６
月
中

に
２
社
追
加
し
、
15
サ
イ
ト

に
な
る
。
メ
リ
ッ
ト
は
、
寄

付
に
対
す
る
入
り
口
を
広

め
、
各
サ
イ
ト
の
会
員
の
誘

客
に
よ
り
寄
付
金
の
獲
得
に

つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

　
　
　
品
の
人
気
商
品
は
。

　
　
　
企
画
調
整
課
長
　
い

　
　
　
ず
れ
の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
・
自
治
体
を
見
て
も
、

牛
肉
と
お
米
が
人
気
あ
る
返

礼
品
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
目

　
　
　

標
額
は
。

　
　
　
町
長　
小
さ
い
お
店

　
　
　
で
も
、
本
物
を
出
し

て
頑
張
れ
ば
、
金
額
は
自
然

と
伸
び
て
く
る
。

　
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
取
り
組

ん
で
い
る
の
で
、
そ
れ
を
期

待
し
て
い
る
。

モラル向上の看板

高齢者世帯数（令和6年5月27日現在）

  男性
  女性
  全体
総全世帯数6,792世帯に占める割合（％）

三田川校区
　　178
　　438
　　616

 東脊振校区
　　  99
　　172
　　271

　 計
   277
   610
   887
13.06

　　年 度
平成30年度
令和 元年度
令和 ２年度
令和 ３年度
令和 ４年度
令和 ５年度

　　件 数    
１５，９７５
３，７２９
３４，４８４
１０３，４５５
１６６，６８３
２７７，８００

　　寄付額（千円）
１，９１８，５１９
　１７１，１０２

　   　７１３，３６１
１，５８２，６１６
２，１８３，８０１
３，６６５，４８９
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多良 光秀
議員

住民課長

自
治
会
に
よ
っ
て
資
源
ご
み
等
収
集
に
温
度
差

　
　
　
拠
点
数
に
応
じ
た
基
準
額
を要

綱
の
改
正
が
必
要

検
討
課
題
と
す
る

質問
Q

答弁
A

質問
Q

答弁
A

質問
Q

答弁
A

質問
Q

答弁
A

質問
Q

質問
Q

答弁
A

答弁
A

一般質問

ふ
る
さ
と
納
税
の
こ
れ
か
ら

の
計
画
に
つ
い
て

木下大学
議員

町　長

会
員
減
少
で
危
機
的
状
況
の

　
　
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
そ
の
対
策
は

行
事
の
必
要
経
費
に
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
　

質問
Q

答弁
A

質問
Q

質問
Q

質問
Q

質問
Q

答弁
A

答弁
A

答弁
A

質問
Q

答弁
A

質問
Q

答弁
A

質問
Q

答弁
A

質問
Q

答弁
A

答弁
A



　
　
　
予
定
す
る
事
業
の
概

　
　
　
要
は
。

　
　
　
ま
ち
未
来
課
長
　
統

　
　
　
合
庁
舎
・
図
書
館
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

3
つ
を
必
須
機
能
と
し
、
中

学
校
・
保
育
園
・
防
災
食
育

セ
ン
タ
ー
・
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
4
つ
を
任
意
機
能
と

し
て
検
討
。
約
８
ha
敷
地
規

模
、
約
1
4
7
億
円
の
予
算

規
模
を
想
定
。

　
　
　
2
庁
舎
を
含
め
た
財

　
　
　
産
処
分
計
画
が
必

要
。
統
合
庁
舎
建
設
後
、
中

心
地
づ
く
り
に
対
す
る
財
政

計
画
は
。

　
　
　
町
長
　
2
庁
舎
処
分

　
　
　
は
必
要
だ
が
、
財
産

処
分
に
は
相
当
の
理
由
も
必

要
。
土
地
利
用
計
画
を
図
り

な
が
ら
防
衛
省
補
助
事
業
を

申
請
し
た
い
。

　
　
　
大
手
半
導
体
関
連
企

　
　
　
業
S
U
M
C
O
社
誘

致
等
、
勢
い
を
感
じ
る
町
政

が
進
む
本
町
。

　
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

を
地
元
中
小
事
業
者
も
共
有

で
き
る
よ
う
成
長
の
下
支
え

が
必
要
で
あ
る
。
滞
留
人
口

増
加
が
期
待
さ
れ
る
中
で
町

の
お
み
や
げ
品
、
特
産
品
開

発
の
現
状
は
。

　
　
　
商
工
観
光
課
長
　
日

　
　
　
本
茶
樹
栽
培
発
祥
地

で
あ
る
霊
仙
寺
を
有
す
こ
と

か
ら
、
栄
西
茶
の
販
売
と
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
農
林
課
長
　
米
・
麦

　
　
　
を
中
心
に
、
い
ち
ご
・

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
等
の
農
産
物

の
生
産
が
盛
ん
で
あ
る
。
脊

振
ジ
ビ
エ
も
人
気
だ
が
、
吉

野
ヶ
里
町
ら
し
い
農
産
加
工

品
が
少
な
い
の
が
課
題
。

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
好

　
　
　
調
で
あ
る
が
、
多
く

の
工
程
が
町
内
で
の
完
結
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
小
規
模
事
業
者
で
も
事
業

参
画
・
販
路
拡
大
が
叶
う
よ

う
、
O
E
M
に
よ
る
製
造
受

託
で
き
る
施
設
整
備
の
考
え

は
。

　
　
　
企
画
調
整
課
長
　
　

　
　
　
「
ふ
る
さ
と
納
税
活

用
型
企
業
誘
致
・
育
成
条
例

」
が
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
事

業
の
活
用
が
事
業
者
支
援
に

繋
が
れ
ば
と
考
え
る
。

　
　
　
利
用
が
振
る
わ
な
い

　
　
　
さ
と
や
ま
交
流
館
。

充
実
し
た
施
設
を
活
か
し
ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
製
造
の

拠
点
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
利

用
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
拠
点
な
ど
様
々
な
用

途
変
更
が
可
能
か
と
考
え
る

が
如
何
か
。

　
　
　
農
林
課
長
　
バ
ー
ベ

　
　
　
キ
ュ
ー
は
不
特
定
多

数
の
利
用
に
よ
る
管
理
上
の

問
題
点
が
あ
り
許
可
を
し
て

い
な
い
。

　
ア
ウ
ト
ド
ア
に
つ
い
て
は

吉
野
ケ
里
歴
史
公
園
内
に
て

キ
ャ
ン
プ
施
設
整
備
の
計
画

も
あ
り
動
向
を
見
守
り
た

い
。

　※
そ
れ
以
外
の
質
問

・
発
達
障
害
や
対
人
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

る
方
の
受
け
皿
と
し
て

I
T
企
業
誘
致
の
考
え
は

・
P
F
I
手
法
を
導
入
し
た

財
政
計
画
の
在
り
方

・
防
衛
省
補
助
事
業
の
詳
細

・
基
金
利
用
計
画

一般質問

地
場
産
業
の
育
成
に
つ
い
て

さとやま交流館の様子

霊仙寺前の茶畑

　
　
　
町
営
住
宅
の
空
き
室

　
　
　（
戸
数
）
に
つ
い
て
。

　
　
　
建
設
事
業
課
長
　
令

　
　
　
和
６
年
４
月
30
日
時

点
に
お
い
て
１
５
５
戸
、
そ

の
内
43
戸
は
政
策
空
き
家
、

現
状
入
居
で
き
る
空
き
室
は

62
戸
。

　
　
　
町
営
住
宅
の
家
賃
滞

　
　
　
納
額
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
か
。

　
　
　
建
設
事
業
課
長
　
令

　
　
　
和
６
年
４
月
時
点
に

お
け
る
町
営
住
宅
家
賃
の
滞

納
額
に
つ
い
て
は
約
１
６
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
家
賃
滞
納
が
あ
っ
た

　
　
　
場
合
の
対
処
方
法

は
。

　
　
　
建
設
事
業
課
長
　
町

　
　
　
営
住
宅
の
家
賃
滞
納

に
お
け
る
対
処
に
つ
い
て
は

『
吉
野
ヶ
里
町
営
住
宅
家
賃

滞
納
整
理
事
務
処
理
要
綱
』

に
お
い
て
事
務
処
理
を
行
っ

て
お
り
、
滞
納
金
が
１
ヶ
月

以
上
２
ヶ
月
以
内
の
滞
納
者

に
つ
い
て
は
「
督
促
状
」
を

発
送
し
、
電
話
連
絡
及
び
住

居
訪
問
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

　
　
　
入
居
契
約
時
の
連
帯

　
　
　
保
証
人
は
何
名
必
要

か
。

　
　
　
建
設
事
業
課
長
　
い

　
　
　
ま
ま
で
は
２
人
だ
っ

た
が
、
令
和
６
年
度
か
ら
は

１
名
に
変
更
。
そ
の
連
帯
保

証
人
（
１
名
）
の
確
保
も
難

し
い
方
は
身
元
引
受
人
を
定

め
た
上
で
、
本
町
と
家
賃
債

務
保
証
会
社
と
の
契
約
に
お

い
て
、
町
営
住
宅
へ
の
入
居

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
保
証
人
の
機
能
は
稼

　
　
　
働
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
建
設
事
業
課
長
　
町

　
　
　
営
住
宅
家
賃
の
滞
納

期
間
が
３
ヶ
月
以
上
５
ヶ
月

以
内
の
滞
納
者
に
つ
い
て

は
、
「
催
告
状
」
の
送
付
及

び
電
話
連
絡
、
入
居
者
へ
の

訪
問
等
を
行
い
、
分
割
納
付

誓
約
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
分
割
納
付
誓
約

書
を
履
行
さ
れ
な
い
滞
納
者

に
つ
い
て
は
、
連
帯
保
証
人

へ
の
通
知
を
行
っ
て
い
る
。

　
分
割
納
付
誓
約
書
に
ど
う

し
て
も
応
じ
て
い
た
だ
け
な

い
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
連
帯
保
証
人
へ
１
度

通
知
を
送
付
し
た
実
績
が
あ

り
、
連
帯
保
証
人
か
ら
滞
納

者
へ
連
絡
が
な
さ
れ
、
そ
の

後
、
滞
納
者
が
分
割
納
付
誓

約
書
の
提
出
を
行
い
、
そ
れ

に
基
づ
き
家
賃
の
納
付
が
履

行
さ
れ
た
た
め
、
連
帯
保
証

人
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
保
証
会
社
の
役
割
は

　
　
　
家
賃
保
証
だ
け
か
。

　
　
　
建
設
事
業
課
長
　
滞

　
　
　
納
時
12
ヶ
月
分
の
家

賃
保
証
及
び
残
置
物
処
理
の

保
証
も
入
っ
て
い
る
。

　
　
　
賃
貸
借
契
約
書
は
何

　
　
　
年
で
更
新
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
建
設
事
業
課
長
　
町

　
　
　
営
住
宅
賃
貸
借
契
約

書
に
つ
い
て
の
更
新
は
入
居

継
承
等
（
世
帯
主
な
ど
の
変

更
）
以
外
で
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
連
帯
保
証
人
の
更
新

に
つ
い
て
は
、
５
年
を
超
え

な
い
範
囲
で
書
面
に
て
更
新

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

　
　
　
　

入居者募集中の「川原団地」入居者募集中の「中の原団地」
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森田 浩文
議員

町　長

統
合
庁
舎
建
設
後
、

　
　
中
心
地
づ
く
り
に
対
す
る
財
政
計
画
は
ど
う
す
る
か

防
衛
省
補
助
事
業
を
申
請
し
た
い
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Q
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Q
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A
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Q

答弁
A

質問
Q

答弁
A

質問
Q

質問
Q

答弁
A

答弁
A

答弁
A

答弁
A

質問
Q

答弁
A

質問
Q

答弁
A

質問
Q

答弁
A

質問
Q

答弁
A

質問
Q

答弁
A

質問
Q

答弁
A

小川 勝利
議員

建設事業課長

入
居
契
約
時
の
連
帯
保
証
人
は
何
名
か

本
年
度
よ
り
１
名
に
変
更

一般質問



一般質問

新しく建てられた共同乾燥施設

宅地化された農地荒廃した農地

　
　
　
令
和
６
年
度
の
本
町

　
　
　
の
耕
作
面
積
は
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
耕
作
面
積

の
推
移
は
。

　
　
　
農
林
課
長
　
平
成
25

　
　
　
年
度
７
６
３
ha
、
令

和
元
年
度
７
３
８
ha
、
令
和

４
年
度
７
１
７
ha
、
令
和
５

年
度
７
１
６
ha
、
令
和
６
年

度
６
８
７
ha
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
町
外
の
農
家
の
方
が

　
　
　
耕
作
さ
れ
て
い
る
面

積
は
ど
れ
程
あ
る
か
。

　
　
　
農
林
課
長
　
神
埼
市

　
　
　
の
農
事
組
合
法
人
や

有
限
会
社
等
で
約
30
・
３
ha
、

上
峰
町
よ
り
３
名
約
１
ha
、

み
や
き
町
よ
り
９
名
約
７
・
３

ha
、
佐
賀
市
、
筑
紫
野
市
、

久
留
米
市
よ
り
耕
作
に
来
て

お
り
、
町
外
の
方
の
面
積
は

約
39
・
３
ha
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

令
和
６
年
度
は
前
年

　
　
　
度
か
ら
2
9
ha
優
良

農
地
が
減
少
し
て
い
る
。

　
要
因
と
し
て
県
営
産
業
用

地
と
、
町
長
が
打
ち
出
し
て

い
る
民
間
を
活
用
し
た
年
間

１
０
０
戸
の
住
宅
開
発
と
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
の
現
状
を

ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
。

　
　
　
町
長
　
農
振
除
外
の

　
　
　
許
可
を
受
け
実
施
し

て
い
る
北
部
地
区
を
み
た
場

合
、
高
速
道
路
周
辺
を
希
望

さ
れ
る
企
業
が
多
く
あ
り
、

県
の
指
導
を
賜
り
地
域
都
市

計
画
、
地
区
計
画
を
見
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　
公
園
駅
、
両
庁
舎
か
ら
直

径
１
・
５
km
の
範
囲
の
農
振

除
外
が
で
き
る
と
こ
ろ
に
計

画
し
て
い
る
。
今
日
迄
に
２

１
６
戸
の
方
が
住
ま
れ
、
開

発
予
定
と
し
て
約
２
０
０
戸

近
く
あ
る
。

　
今
後
、
農
地
を
守
る
た
め

手
続
き
を
踏
み
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

　
　
　
本
町
独
自
の
農
業
支

　
　
　
援
策
等
の
取
り
組
み

は
。
　
　
　
農
林
課
長
　
共
同
乾

　
　
　
燥
施
設
補
助
、
佐
賀

県
農
業
大
学
校
で
の
農
耕
用

大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
転
免

許
試
験
の
研
修
費
用
の
補
助

な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
高
齢
化
す
る
農
業
従

　
　
　
事
者
へ
、
町
と
し
て

の
支
援
で
、
草
刈
り
作
業
や

四
輪
草
刈
機
購
入
補
助
な
ど

の
支
援
の
考
え
は
。

　
　
　
農
林
課
長
　
国
の
支

　
　
　
援
策
と
し
て
、
中
山

間
地
域
直
接
支
払
制
度
を
活

用
し
、
上
三
津
東
保
全
会
が

唯
一
活
動
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
で
は
、
町
内
25
地
区

に
お
い
て
活
動
組
織
を
立
ち

上
げ
、
農
用
地
を
維
持
管
理

す
る
た
め
の
支
援
策
を
受
け

て
い
る
。

　
　
　
荒
廃
農
地
対
策
を
、

　
　
　
環
境
保
全
策
と
し
て

起
耕
す
る
こ
と
な
ど
に
対
し

て
の
補
助
は
出
来
な
い
か
。

　
　
　
町
長
　
手
を
入
れ
な

　
　
　
い
と
い
け
な
い
農
地

が
多
く
な
る
が
、
農
業
従
事

　
　

者
の
高
齢
化
で
さ
ら
に
増
え

て
い
く
恐
れ
が
あ
る
。

　
な
ん
ら
か
の
策
を
講
じ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
が
、
先
程
の
提
案
を

組
織
的
に
出
来
な
い
の
か
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

筒井佐千生
議員

町　長

高
齢
化
す
る
農
業
従
事
者

　
　
　
町
と
し
て
の
支
援
策
の
考
え
は

組
織
的
に
で
き
な
い
か

検
討
し
た
い

質問
Q

質問
Q

答弁
A

質問
Q

質問
Q

質問
Q

答弁
A

答弁
A

答弁
A

質問
Q

答弁
A

答弁
A　

５
月
13
日
、
全
議
員
で
鳥

栖
市
真
木
町
に
建
設
さ
れ
た

「
佐
賀
東
部
ク
リ
ー
ン
エ
コ

ラ
ン
ド
」
を
視
察
し
た
。

　
脊
振
共
同
塵
芥
処
理
組
合

（
脊
振
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
）
の
閉
鎖
に
伴
い
、
神

埼
市
及
び
吉
野
ヶ
里
町
を
加

え
た
２
市
３
町
で
広
域
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
処
理
の
効

率
性
や
経
済
性
の
向
上
、
地

球
温
暖
化
防
止
や
災
害
対
策

の
充
実
を
図
る
こ
と
が
出
来

る
施
設
で
あ
る
。

 

　
　
　
　
　
　
　

　 

　
　
　
　
　

　
本
町
か
ら
回
収
さ
れ
た

「
燃
え
る
ご
み
」
は
こ
の
施

設
に
運
ば
れ
、
最
新
の
ス

ト
ー
カ
式
焼
却
炉
に
て
高
温

焼
却
を
行
い
、
わ
ず
か
な
灰

と
し
、
ス
ラ
グ
（
路
盤
材
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
）

や
メ
タ
ル
（
レ
ア
メ
タ

ル
）
、
飛
灰
（
セ
メ
ン
ト
原

料
）
と
し
て
原
料
化
施
設
に

搬
出
さ
れ
て
い
る
。

　
芝
生
公
園
や
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
の
設
置
そ
の
他
、
災

害
時
の
施
設
一
部
利
用
も
考

え
ら
れ
た
、
私
た
ち
の
町
の

未
来
を
守
る
施
設
と
な
っ
て

い
た
。

　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
５
月
10
日
、
佐
賀
鍋
島
藩

家
老
で
あ
り
、
蛤
水
道
な
ど

の
治
水
事
業
を
手
掛
け
、
江

戸
時
代
「
治
水
の
神
様
」
と

し
て
知
ら
れ
る
成
富
兵
庫
茂

安
（
1
5
6
0
〜
1
6
3
4

年
）
の
功
績
を
た
た
え
る
式

典
「
兵
庫
祭
」
が
、
吉
野
ヶ

里
町
松
隈
の
蛤
水
道
遊
水
池

近
く
の
水
功
碑
前
で
開
か
れ

た
。

　
成
富
兵
庫
茂
安
公
は
、
数

多
く
の
治
水
事
業
に
取
り
組

み
、
吉
野
ヶ
里
町
に
お
い
て

は
、
農
業
用
水
や
飲
用
水
を

導
く
た
め
の
利
水
開
発
で
あ

る
「
蛤
水
道
」
を
築
い
た
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　
茂
安
公
の
偉
業
を
称
し
、

吉
野
ヶ
里
町
で
は
毎
年
行
わ

れ
る
恒
例
の
行
事
と
な
っ
て

い
る
。

　
祭
典
に
は
町
内
外
か
ら
多

数
の
関
係
者
に
参
列
頂
き
、

水
功
碑
前
で
感
謝
の
意
を
捧

げ
る
と
と
も
に
、
茂
安
公
の

功
績
を
後
世
に
伝
え
て
い
く

必
要
性
を
感
じ
た
。

　
　

 

　
５
月
15
日
、
「
脊
振
千
坊

聖
茶
祭
り
」
が
吉
野
ヶ
里
町

松
隈
に
あ
る
修
学
院
で
開
催

さ
れ
た
。

　
日
本
の
生
活
文
化
に
欠
か

せ
な
い
お
茶
は
、
臨
済
宗
の

開
祖
・
栄
西
禅
師
が
中
国
か

ら
種
を
持
ち
帰
り
、
脊
振
山

霊
仙
寺
に
蒔
い
た
の
が
始
ま

り
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
栄
西
禅
師
の
功
績
を

た
た
え
て
、
毎
年
供
養
を

行
っ
て
い
る
。

佐
賀
東
部
ク
リ
ー
ン
エ
コ

ラ
ン
ド
視
察

兵
庫
祭

脊
振
千
坊
聖
茶
祭
り

佐賀東部クリーンエコランド／外観(カタログより)

処理工程の様子

兵庫祭の様子

栄西禅師供養の様子／修学院にて

説明をうける全議員たち

議員研修
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早
い
も
の
で
、議
会
改
選
後

２
年
が
経
過
し
、
今
回
の「
議

会
だ
よ
り
」の
編
集
委
員
の
構

成
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
り
ま
し

た
。

　
前
期
２
年
間
担
当
さ
れ
た

委
員
に
劣
る
こ
と
な
く
、親
し

み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

    （
佐
千
生
）

　

吉
野
ヶ
里
町
議
会
だ
よ
り　
令
和
６
年
６
月
議
会
号　
　
　
　

通
算  

第
６
９
号
令
和
６
年
７
月
25
日
発
行

〇
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
　
筒
井
佐
千
生

　
副
委
員
長
　
森
田
　
浩
文

　
委
員
　
　
　
古
川
　
清
春

　
　
〃 

　
　
生
島
信 

一 

郎

　
　
〃 

　
　木
下
　
大
学

　
　
〃 

　
　鶴
　
恵
美
子

４
日 

３
月
定
例
議
会
開
会（
〜
18
日
）

６
日 

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

７
日 

議
会
改
革
特
別
委
員
会

８
日 

東
脊
振
・
三
田
川
中
学
校
卒
業
式

11
日 

予
算
特
別
委
員
会（
〜
13
日
）

15
日 

東
脊
振
・
三
田
川
小
学
校
卒
業
式

16
日 

東
脊
振
幼
稚
園
卒
園
式

 

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

18
日 

全
員
協
議
会

28
日 

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

 

佐
賀
東
部
緩
衝
緑
地
維
持
管
理
協
議
会
総
会

31
日 

佐
賀
東
部
ク
リ
ー
ン
エ
コ
ラ
ン
ド
竣
工
式

４
日 

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

７
日 

消
防
団
入
退
団
式

８
日 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

11
日 

東
脊
振
・
三
田
川
中
入
学
式

 

東
脊
振
・
三
田
川
小
入
学
式

 

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

 

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

12
日 

東
脊
振
幼
稚
園
入
園
式

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

18
日 

全
員
協
議
会

 

議
会
改
革
特
別
委
員
会

10
日 

蛤
水
道
兵
庫
祭

11
日 

議
会
報
告
会

13
日 

佐
賀
東
部
ク
リ
ー
ン
エ
コ
ラ
ン
ド
視
察

15
日 

脊
振
千
坊
聖
茶
ま
つ
り

17
日 

全
員
協
議
会
・
商
工
会
通
常
総
会

18
日 

東
脊
振
・
三
田
川
中
体
育
大
会

21
日 

議
長
・
副
議
長
研
修
会（
〜
22
日
）

24
日 

佐
賀
中
部
広
域
連
合
臨
時
会

 

議
会
運
営
委
員
会

25
日 

東
脊
振
小
体
育
大
会

28
日 

吉
野
ヶ
里
町
水
防
協
議
会

30
日 

神
埼
市
・
吉
野
ヶ
里
町
葬
祭
組
合
議
会
臨
時
会

 
S
A
G
A
2
0
2
4

吉
野
ヶ
里
町
実
行
委
員
会
第
４
回
総
会

議

会

の

主

な

活

動

３月

４月

４月５月 ４月 ３月３月５月

５月
（
２
名
以
上
で
参
加
し
た
行
事
や
会
議
等
）

編
集
後
記

　
少
人
数
学
級
・
教
職
員
定

　
数
の
改
善
、
義
務
教
育
費

　
国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
か

　
か
る
意
見
書

　
学
校
現
場
で
は
、
貧
困
・

い
じ
め
・
不
登
校
・
教
職
員

の
長
時
間
労
働
や
未
配
置
な

ど
解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。

　
２
０
２
１
年
の
法
改
正
に

よ
り
、
小
学
校
の
学
級
編
制

基
準
は
段
階
的
に
35
人
に
引

き
下
げ
ら
れ
、
25
年
に
完
了

と
な
る
。

　
一
方
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
自
治
体
間
の
教
育
格

差
が
生
じ
る
こ
と
は
大
き
な

問
題
で
あ
る
。

　
子
ど
も
た
ち
が
全
国
ど
こ

に
住
ん
で
い
て
も
、
一
定
水

準
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
が
憲
法
上
の
要
請
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府

に
お
い
て
は
、
地
方
教
育
行

政
実
情
を
十
分
に
認
識
さ

れ
、
地
方
自
治
体
が
計
画
的

に
教
育
行
政
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
５
項
目
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
。

　
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
裏

　
金
問
題
の
再
発
防
止
等
を

　
求
め
る
意
見
書

　
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
に

関
す
る
収
入
の
一
部
が
政
治

資
金
収
支
報
告
書
に
記
載
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、

議
員
側
に
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
し

議
員
側
も
収
支
報
告
書
に
記

載
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明

し
た
。

　
政
治
資
金
規
正
法
違
反
と

し
て
立
件
さ
れ
た
事
案
や
、

い
わ
ゆ
る
裏
金
疑
惑
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
事
案
が
連
日
報

道
さ
れ
、
国
民
の
間
に
政
治

に
対
す
る
不
信
感
が
広
が
っ

て
い
る
。

　
政
治
資
金
規
正
法
の
本
旨

に
立
ち
返
り
、
基
準
の
明
確

化
、
収
支
報
告
書
等
へ
の
記

載
・
公
表
の
徹
底
そ
の
他
必

要
な
見
直
し
を
行
い
、
再
発

防
止
と
政
治
に
対
す
る
国
民

の
理
解
と
信
頼
回
復
に
誠
心

誠
意
取
り
組
む
よ
う
意
見
書

を
提
出
。

意  見  書
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